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識

(二
)

-
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山
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谷
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合
-
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日

次

は
じ
め
に

一
'
村
落
枝
道
と
契
約
論
の
概
要

1

村
落
構
造
の
展
開

2

契
約
講
の
実
態
と
梯
能

3

世
都
記
録
開
始
の
契
機
と
意
滋

二
'
政
治

･
社
会

･
経
済
認
識
の
展
開

1

元
禄
-

元
文
期

(以
上
'
約
九
号
)

2

寛
延
-

天
明
期

(
本
号
)

2

寛
延

-
天
明
期

｢
大
町
念
仏
講
帳
｣
で
は
'
こ
の
期
に
記
録
畳
が
飛
躍
的
に
増
大
し
'
し
か
も
内
容
的
に
も
よ
り
多
様
と
な
り
'
社
会
的
視
野
も
拡
大

し
て
い
る
｡
ま
た
'

｢
前
小
路
中
組
契
約
帳
｣
は
明
和
元
年
よ
り
'
荒
町
村
の

｢念
仏
契
約
論
年
代
鑑
｣
は
宝
暦

一
二
年
よ
り
記
帳
が
始

近
世
中
期
-
幕
末
維
新
期
の
良
民
層
の
政
治

･
社
会

･
経
済
認
識

(
二
)
(大
藤
)

八
七
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め
ら
れ
て
い
る
｡
そ
の
要
因
は
'
先
述
し
た
よ
う
に
次
の
諸
点
に
求
め
ら
れ
る
｡
第

一
は
'
羽
州
村
山
地
方
で
は
こ
の
期
に
中
経
営
農
民

の
成
長
が
み
ら
れ
'
彼
等
の
政
治

･
社
会

･
経
済
の
動
向
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
第
二
は
'
紅
花
を
中
心
と
す
る
商

品
生
産

･
流
通
が
発
展
し
'

｢
家
業
｣
を
維
持

･
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
'
市
場
の
動
向
を
よ
り
広
く
t
か
つ
深
-
正
確
に
認
識
し
'
有

効
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
-
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
し
か
も
商
品
流
通
の
発
展
は
'
民
衆
的
情
報
ル
ー
ト
の
拡
充

で
も
あ

っ
た
｡

第
三
は
'
幕
藩
制
社
会
全
体
の
歴
史
の
中
で
も
'
こ
の
時
期
は
変
動
が
赦
し
-
'
谷
地
郷
の
民
衆
の
生
産

･
生
活
も
こ
の
巨
大
な
歴
史
の

激
動
の
相
場
の
中
で
揺
振
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
'
彼
等
の
社
会
的
関
心
が
鋭
く
喚
起
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
｡

で
は
'
以
下
こ
の
時
期
の
谷
地
郷
の
民
衆
が
政
治

･
社
会

･
経
済
の
動
向
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
'
自
ら
の
生
産

･
生
活
を
守
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

っ
た
か
を
民
衆
内
部
の
矛
盾

･
対
立
関
係
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
検
討
し
て
み
よ
う
｡

(1
)

農
業
が
商
品
経
済
の
波
に
深
-
ま
き
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
'
農
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
柄
に
合

っ
た
よ
り
収
益
性
の
高
い
作
物
を

作
付
け
す
る
こ
と
に
よ
り
'
経
営

(｢家
業
｣
)
の
発
展
を
は
か
ろ
う
と
す
る
志
向
性
を
強
め
て
く
る
｡
そ
の
結
果
'

1
八
世
紀
中
期
以
降

各
地
で
特
産
物
生
産
が
隆
盛
す
る
の
で
あ
る
が
'
村
山
地
方
で
は
紅
花
生
産
が
著
し
い
発
展
を
み
せ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
最
上
紅
花
の

産
出
高
は
享
保
期
に
は
三
〇
〇
～
四
〇
〇
駄
で
あ

っ
た
の
が
'

1
八
世
紀
中
期
に
は

1
0
0
0
駄
を
超
す
よ
う
に
な

っ
て
い
る
.
そ
の
う

E(2
(

ち
谷
地
花
は
'
享
保

一
〇
年
に
は
四
〇
駄
で
あ

っ
た
の
が
'
宝
暦
五
年
に
は
三
五
〇
駄
と
九
倍
近
い
伸
び
を
示
し
て
い
る
｡

紅
花
生
産
は
生
花
生
産
と
干
花
加
工
生
産
の
二
部
門
に
分
か
れ
て
い
る
が
'
天
明

･
寛
政
期
ま
で
は
干
花
加
工
は
城
下
町
あ
る
い
は
在

町
の
商
人
の
も
と
で
行
な
わ
れ
て
お
り
'
農
村
で
の
紅
花
生
産
は
部
分
的
に
は
干
花
加
工
の
導
入
も
み
ら
れ
る
も
の
の
大
勢

と

し
て

は

.(2
)

生
花
生
産
の
段
階
に
止
っ
て
い
た
｡

｢
大
町
念
仏
講
帳
｣
に
記
さ
れ
て
い
る
紅
花
値
段
は
'
元
文
期
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
が
干
花
京
着
値
段



で
あ
り
'
紅
花
商
人
と
し
て
の
関
心
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
し
か
る
に
'
そ
れ
以
後
に
な
る
と
'
干
花
京
宕
値
段
と
共
に
生

花
値
段
も
記
さ
れ
た
年
が
多
-
な
っ
て
く
る
｡
荒
町
村
の

｢
念
仏
契
約
講
年
代
鑑
｣
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
生
花
生

産
が
広
汎
な
農
民
経
営
に
お
い
て
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
'
そ
の
値
段
が
出
民
経
営
の
再
生
産
を
左
右
す
る
度
合
が
大
き
く
な
P

た
た

め
､
そ
れ
に
生
産
者
段
民
が
強
い
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
よ
う
｡
ま
た
'

｢紅
花
出
高
最
上
五
百
六
拾
駄
程
之

由
風
聞
申
侯
｡
仙
台
西
国
夏
中
風
聞
よ
り
駄
数
多
-
京
着
致
し
'
長
上
紅
花
壱
駄
に
付

五
拾
壱
弐
両
よ
り
売
E月
有
之
由
俵
｡｣
(｢大
町
念

仏
講
帳
｣
'
宝
暦

一
〇
年
)'
｢
西
国
花
不
出
来
之
様
申
釆
候
｣
(同
前
'
宝
暦

二

年
)'
｢紅
花
之
依
谷
地
表
最
上

一
円
に
上
出
来
申
供
｡

仙
台
西
国
大
き
に
不
作
申
事
に
侯
｡
最
上
紅
花
出
来
高
七
百
駄
位
出
来
申
朕
｡
夫
ゆ
へ
上
方
直
段
宜
数
｣
(同
前
'
明
和
二
年
)
'
｢紅
花

之
義
ハ
'
仙
台

ハ
殊
の
外
五
月
六
月
洪
水
草
生
大
違
ひ
･-
･･･∧
中
略
>
･･････仙
台
花
柾
悪
く
'
今
年
出
来
悪
ク
峡
｣
(｢念
仏
契
約
講
年
代

鑑
｣
'
安
永
六
年
)
と
い
う
よ
う
に
'
仙
台
や
西
国
で
の
紅
花
の
作
柄
や
そ
の
京
着
駄
数
に
も
関
心
を
払
っ
て
い
る
の
は
'
上
方
市
場
を
め

ぐ
っ
て
紅
花
生
産
地
間
の
競
合
関
係
が
進
展
し
て
き
た
こ
と
が
背
景
を
な
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

谷
地
の
定
期
市
で
の
諮
品
相
場
は
従
来
か
ら
恒
常
的
に
記
さ
れ
て
い
る
が
'
宝
暦
1
二
年
よ
り
酒
田
で
の
米

･
大
豆
の
一
番
値
段

(庄

(3
)

内
藩
の
年
貢
米

･
大
豆
の
落
札
値
段
で
酒
田
お
よ
び
後
背
地
の
米

･
大
豆
市
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

た
)

も
毎
年
記
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
'
年
に
よ
っ
て
は
小
豆
･
た
ば
こ
･
銭
相
場
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
酒
田
市
場
と
放
上
市
場
と
の
関
係

が
ま
す
ま
す
緊
密
度
を
増
し
て
き
た
こ
と
の
反
映
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
明
和
九
年
の
酒
田
の
大
火
に
つ
い
て
も
'

｢
前
代
未
聞

触
覚
大
火
と
中
華

点
上
諮
商
人
上
方
船
頭
共
外
語
人
影
敷
択
亡
二
御
座
候
｡
｣
と
'
そ
れ
が
虫
上
商
人
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
関
心
を
払

っ

て
記
し
て
い
る
｡
酒
田
に
限
ら
ず
'
遠
隔
地
間
商
業
が
発
展
し
て
く
る
と
'
他
地
方
で
の
災
害
が
市
場
関
係
を
通
じ
て
谷
地
の
経
済
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
｡
<
表

4
>
は
'
谷
地
の
民
衆
の
社
会
的
視
野
の
広
が
り
を
凶
災
記
部
を
例
に
と
っ
て
示
し
た
も

の
で
∫あ

る
｡
こ
れ
を
み
る
と
'
全
国
的
規
模
で
凶
災
情
報
が
東
北
地
方
の
一
在
町
で
あ
る
谷
地
に
流
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
そ
の
記
載
内

近
世
中
期
-
幕
末
維
新
期
の
農
民
層
の
政
治
･
社
会
･
経
済
認
識

(二
)
(大
藤
)

八
九



第4表 ｢大町念仏講帳｣の凶災記事 (天明期まで)

年 次 内 ` 容 行数 年 次 内 容

行数元禄9年 ○津軽秋田大飢箆 2 明和 2

○浅草御蔵水害 1同 11 ○江戸大水 1

同 4 ○尾張三河洪水 2･同 13 洪水大底 1 ･同 4 ○̀彦根城櫓焼失

1宝永 5 谷地火事 3 明和 8 草 書 4

享保 2 つ大風,上方筋も同 1

同 9 ○仙台大火 35同 4 早

天 .洪水 3 同 9 酒田大火 4同 8 大洪水 1 同 9 ○野代大火

2同 10 洪 水 1 安永元 ○江戸近辺大嵐

2同 14 大風雨 .3 ･同 3 洪

水 4同 14 谷地 .寒河江草書 2

同 4 天候不順にて凶作 4同 15 ○大風

雨 .日本同風雨 1 同 5 洪 水 6同 15

風曳流行 3 同 5 ○仙台大火 1同 16 はしか流行 2 同 5 麻疹大はや り

1同 17 ○西国但書 6 安永 6 谷地堰

口大破 42同 18 ○警官品閑か 庄か 鮎
は 3 同 7 天候不順にて不作 8同 18 ○大 風 3 同 8 大雨 .洪水

1同.18 ○紀州頗死者大量発生

1 天明元 ･大水害 3同 20 大地震 1 同 元 大石田渡船遭難 4

寛保 2 ○江戸大洪水 23 同 3 ○浅間

山噴火 7同 2 ○浅間山噴火 8

同 3 冷 害 3延享 3 白岩火事 1 同 4 流行病 2

寛延 3 ○京都大落雷 3 同 4 ○南

部 .津軽大飢霞 4同 3 酒田大火 3

同 4 新庄大火 1同 4 鶴岡大火 2

同 5 天候不順にて凶作 5宝暦 3 山形大火

2 同 5 楯岡火事 1同

3 新庄大火 3 同 6 也 4同 5 冷 害 3 同 6 ○江戸大火 .

2同 6 最上川洪水 5 同 6 ○江戸大洪水 10同 7 最上川大洪水 io 同7大町火事4



容
は
'
多
く
が
'
当
地
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
関
心
に
立

っ
て
そ
の
情
報
を
受
け
と
め
'
召
き
記
し
て
い
る
の
が
特
徴

的
で
あ
る
｡

ま
た
'
明
和
六
年
に
仙
台
で
鋳
造
さ
れ
た
銭
貨
に
関
す
る
記
部
も
多
い
｡
そ
れ
は
'

｢
仙
台
銭
出
候
而
よ
り
'
虫
上
郡
之
金
子

ハ
自
然

IL
仙
台
へ
引
被
取
候
様
.t相
成
り
'
当
時
銭
通
用
斗

二
相
成
り
'
御
年
式
石
代
金
こ
も
銭

q
而
付
送
り
侯
様
二
田
成
候
得
者
'
道
中
往
還

賃
銭
彩
敷
相
掛
り
焼
串
'
百
姓
歴
然
難
儀
之
肪
'
共
外
詔
郎
迷
惑
之
儀
有
之
｣
'
｢仙
台
新
銭
去
ル
拾
ケ
年
以
前
明
和
六
丑
年
よ
り
出
申
供

而
'
最
初
壱
賢
女
位
致
侯
所
'
当
夏
中

ハ
壱
質
七
百
文
位

一l
而
相
手
無
之
様
に
相
成
'
諸
人
金
通
用
諸
色
売
買
物

二
重
迄
不
勝
手
之
筋

二

付
｣
(｢大
町
念
仏
講
帳
｣
'
安
永
七
年
)
と
い
う
よ
う
に
'
仙
台
新
銭
の
流
入
に
よ
っ
て
最
上
市
場
に
お
け
る
貨
幣
通
用
が
混
乱
し
た
か

ら
で
あ
る
O
そ
の
た
め
'

｢最
上
郡
五
ケ
分
よ
り
惣
代
名
主
寄
合
'
御
私
統
へ
も
通
達
之
上
'
御
役
所
′
1
江
御
窺
有
之
'
共
上
仙
台
よ

り
最
上
領
へ
越
口
七
ヶ
所
へ
銭
留
之
関
所
相
立
番
人
位
'
紛
敷
荷
物

ハ
相
改
'
銭
荷
二
俣
待

ハ
追
洋

二
敦
申
供
｡
尤
旅
人
小
池
銭
壱
人
工

付
銭
壱
貰
五
百
文

二
限
り
候
処
'
後
々
ニ
ハ
壱
人
に
付
三
百
文
宛
二
相
改
申
候
｣

(同
前
'
安
永
七
年
)
と
い
っ
た
対
策
を
講

じ

て

い

る
.
す
な
わ
ち
'
仙
台
銭
の
流
入
に
よ
る
郡
中
市
場
の
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
に
'
村
山
郡
内
の
第
倍
五
ケ
分
の
惣
代
名
主
と
私
俄
の
大

庄
鼠
達
が
所
抗
の
分
散

･
錯
綜
性
を
超
え
て
結
張
L
t
村
山
郡
全
域
を
対
象
と
し
た

｢
郡
中
議
定
｣
を
制
定
し
て
対
応
し
た
の
で
あ
る
｡

こ
れ
以
後
村
山
郡
で
は
'
郡
内
で
の
諸
問
題
の
発
生
に
対
応
し
て
郡
中
の
惣
代
名
主
を
は
じ
め
と
す
る
村
落
支
配
者
屑
が
こ
う
し
た

｢
郡

中
議
定
｣
を
度
々
制
定
し
て
い
る
｡

(

2
)

宝
暦
二
年
よ
り
京
都
の
紅
花
問
屋
に
対
す
る
闘
争
が
再
び
行
な
わ
れ
て
い
る
｡
元
文
期
の
闘
争
は
商
人
が
主
体
で
あ
り
'
そ
の
穿
求
も

中
央
郡
市
商
人
と
の
流
通
利
潤
を
め
ぐ

つ
て
の
対
抗
と
い
う
観
点
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
'
生
産
者
位
民
の
利
聾
は
表
面
に
は
出
て
い
な
か

近
世
中
期
-
幕
末
維
新
期
の
農
民
層
の
政
治
･
社
会
･
経
済
認
識

(
二
)
(大
勝
)

九

1



史
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二

っ
た
｡
し
か
る
に
'

こ
の
度
の
静
詮
は
商
人
側
よ
り
も
む
し
ろ
生
産
者
農
民
が
主
体
と
な
っ
て
起
こ
し
た
こ
と
が
特
色
で
'
郡
内
重
立
つ

(4
)

百
姓
相
談
の
上
'
惣
代
(谷
地
の
百
姓
)
を
立
て
て
展
開
し
て
い
る
.

そ
の
訴
状
に
も
'｢近
年
京
都
問
屋

1
四
軒
に
相
定
め
供
以
後
'
紅
花

取
捌
き
恋
し
く
'
商
人
共
損
金
仕
り
､紅
花
商
い
相
止
め
供
商
人
も
数
多
御
座
候
に
付
き
'自
然
と
摘
出
し
の
花
も
値
段
以
て
の
外
下
値
仕

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

り
'
郡
中

一
統
の
難
儀
に
罷
り
成
り
'
至
極
迷
惑
仕
り
侯
｡｣
'
｢紅
染
屋
方
に
売
渡
し
侯
紅
花
値
段
は
高
値

に
て
'
商
人
方
江
相
渡
し
供

〕i;r:E

売
仕
切
値
段
は
甚
だ
下
値
に
て
'
多
分
相
違
こ
れ
有
る
由
承
知
仕
り
'
然
れ
ば
問
屋
口
銭
の
外
過
分
の
売
生
こ
れ
を
取
供
故
'
取
締
り
こ

れ
無
き
故
'
宜
敷
き
値
段
も
出
兼
ね
'
売
手
売
先
の
間
柄
相
掠
め
供
間
'
は
か
ば
か
し
-
売
買
も
こ
れ
無
き
故
'
年
中
の
金
子
に
相
成
り

ヽ
,
､
,
,
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
､
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
,
(5
)

申
さ
ず
'
商
人
は
申
す
に
及
ば
ず
'
郡
中
の
百
姓

一
統
の
詰
ま
り
に
罷
能
り
'
迷
惑
仕
り
侯
｡｣
(傍
点
'
大
藤
)
と
い
う
よ
う
に
'
京
都

の
紅
花
問
屋
の
不
法
行
為
に
よ
り
'
生
産
地
で
は
商
人
の
み
な
ら
ず

｢
郡
中
の
百
姓

一
統
｣
が
難
儀
し
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
述
べ
て

い
る
｡
.

こ
の
よ
う
に
'
こ
の
度
の
闘
争
は

｢
郡
中
の
百
姓

一
統
｣
と
い
う
村
山
郡
内
の
生
産
者
農
民
達
の
広
汎
な
連
帯
意
識
に
基
づ
き
'
そ
の

利
害
を
前
面
に
お
し
出
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
t､
こ
の
期
に
は
広
汎
な
農
民
経
営
に
お
い
て
紅
花

生
産
が
展
開
し
て
き
て
い
た
こ
と
'
お
よ
び
村
落
共
同
体
秩
序
の
面
で
も
小
前
層
の
横
断
的
連
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
基
づ
い
て

い
る
｡
ま
た
'
先
に
み
た
仙
台
新
銭
の
流
入
へ
の
対
策
は
惣
代
名
主
が
主
体
と
な
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
'
や
は
り

｢
郡
中
｣
と
し
て
の

ま
と
ま
り
む
み
せ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
.

1
八
世
紀
中
期
以
降
村
山
郡
で
は
'

｢
郡
中

1
統
｣
と
い
う
論
理
で
所
領
の
分
散

･
錯
綜

性
を
超
え
て
結
集
し
'
内
部
に
利
害
の
対
立
関
係
を
含
み
な
が
ら
も
外
に
対
し
て
は
'
-郡
内
の
経
済
的
利
益
を
守
ろ
う
と
す
る
動
き
が
頗

著
に
な
る
の
で
あ
る
が
'
そ
れ
は
'
商
品
作
物

(紅
花

･
育
苧

･
菜
種
)
栽
培
の
普
及
に
よ
る
郡
内
で
の
主
穀
生
産
地
帯
と
の
分
業
化
の

進
行
'
そ
れ
を
前
提
と
し
た
郡
中
市
場
の
発
展
を
基
礎
に
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
0

さ
て
'
紅
花
生
産
者
達
は
'

｢御
公
儀
様
よ
り
仰
付
け
ら
れ
侯
御
年
貢
納
'
御
触
出
し
の
御
日
限
遅
滞
無
-
御
上
納
仕

り
供
所
'
近



年
京
都
問
屋
拾
四
軒
の
仲
間
'
売
口
不
分
明
の
品
多
く
'
紅
花
荷
物
年
内
金
子
に
相
成
申
さ
ず
峡
様
に
罷
成
り
'
商
人
共
損
金
仕
り
-
-

<
中
略

>
-
-其
上
永
々
逗
留
仕
り
'
諾
雑
用
多
分
に
相
掛
り
侯
儀
'
商
人
手
廻
し
無
き
故
'
百
姓
共
仕
付
け
の
作
物
等
下
値
に
売
払
い

(6
)

供
故
'
御
年
貢
上
納
金
不
足
に
相
成
り
'
毎
年
迷
惑
仕
り
供
.
｣
と
い
う
よ
う

に
'
京
都
問
屋
の
不
法
行
為
Il
放
上
商
人
の
難
儀
1
百
姓

の
難
儀
1

｢
御
年
貢
上
納
金
不
足
｣
と
な
り
'
結
局

｢御
公
儀
様
｣
に
迷
惑
が
及
ぶ
と
い
う
'
ま
さ
に
封
紐
的
な
搾
取
関
係
を
楯
に
取
っ

た
論
理
で
以
っ
て
自
ら
の
訴
訟
行
為
を
正
当
化
L
t
要
求
を
突
き
つ
け
て
い
る
｡
し
か
も
そ
の
要
求
は
'
単
に

｢
公
儀
｣
の
力
で
以
っ
て

京
都
問
屋
の
不
正
を
取
締
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
欺
願
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
'

｢拙
者
共
紅
花
売
買
場
所
相
立
て
'
其
の
場
に

(7
)

於
て
紅
屋

･
荷
主

･
問
屋
立
会
い
峡
は
ば
'
売
買
明
白
に
御
座
候
｡｣
と
い

っ
た
｡
不
正
を
除
去
す
る
た
め
の
具
体
的
な
改
革
案
を
自
ら

提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

だ
が
'
こ
の
要
求
は
拒
否
さ
れ
て
い
る
.
こ
の
期
に
は
'
幕
府
は
中
央
都
市
の
問
屋
仲
間
を
通
じ
て
流
通
統
制
を
行
な
う
政
策
を
と
っ

て
い
た
関
係
上
'
生
産
地
の
商
人

･
放
民
の
要
求
を
容
易
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
｡
権
力
側
の
強
硬
な
態
度
に
直
面
し
た

生
産
者
側
は
'
権
力
側
と
問
屋
側
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
も
の
が
冥
加
金
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
に
至
り
'
宝
暦
七
年
の
訴
院
の
際
に

(8
)

は
'

｢紅
花
売
買
場
所
仰
付
け
さ
せ
ら
れ
侠
は
ば
'
御
冥
加
弐
千
依
づ
つ
年
々
差
上
｣
げ
る
と
い
う
条
件
を
提
示
し
て
問
屋
側
の
冥
加
金

に
対
抗
し
て
い
る
｡
こ
の
要
求
も
拒
否
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
後
も

｢
郡
中
百
姓

一
統
｣
の
連
帯
を
背
景
に
し
て
粘
り
強
い
訴
願
闘
争
が

く
り
返
さ
れ
'
明
和
二
年
に
は
'

｢当
年
紅
花
問
や
拾
四
肝
御
取
上
け
に
陀
成
'
古
来
之
通
三
拾
年
余
己
前
之
通
紅
花
出
生
之
国
々
江
直

下
り
相
成
供
様
に
'
紅
屋
放
上
荷
主
相
方
へ
小
野
日
向
守
様
よ
り
被
為
仰
付
仮
｣
(｢大
町
念
仏
誹
帳
｣)
と
'
つ
い
に
勝
利
を
得
る
LJ
至

っ
て
い
る
｡
そ
し
て
'
こ
の
勝
訴
の
文
言
に
続
け
て

｢
大
勢
郡
中
之
百
姓
悦
中
部
に
侠
｣
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
'
闘
争
が
生
産
者
袋
民

達
の
利
害
を
根
底
に
置
き
'
彼
等
が
主
体
と
な
っ
て
推
進
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
｡

こ
の
二
二
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
る
闘
争
の
過
程
で
'
生
産
者
良
民
達
は
権
力
認
識
を
成
長
さ
せ
'
ま
た
自
ら
の

｢
主
体
性
｣
を
伸
長

近
世
中
期
I
幕
末
維
新
期
の
農
民
層
の
政
治
･
社
会
･
経
済
認
識

(
ニ
)
(大
藤
)

九
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
二

号

九
四

さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
.
自
ら
の
力
で
勝
利
を
獲
得
し
た
彼
等
の
自
信
は
'

｢
大
町
念
仏
講
帳
｣
の
明
和
三
年
の

｢当
年
京
都

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

よ
り
紅
屋
並
に
問
屋
壱
両
人
山
か
た
直
売
に
下
り
申
供
｡
依
之
百
姓
方
甚
気
つ
よ
く
有
之
'
直
段
高
直
任
侠
｣
(傍
点
'
大
藤
)
と
い
う
文

言
が
如
実
に
表
現
し
て
い
る
｡
そ
の
結
果
'

｢
生
花
百
匁
に
付
四
拾
五
文
五
拾
文
迄
'
日
照
り
花
八
拾
五
文
よ
り
九
拾
文
迄
｡
山
か
た
之

儀
は
盲
拾
文
ま
で
仕
侯
｡
依
之
百
姓
共
近
年
無
之
'
但
壱
升
ま
き
売
買
三
古
文
迄
取
申
供
｡
近
年
無
覚
取
申
供
｡｣
と
'
百
姓
達
は
近
年

に
な
い
利
潤
を
得
て
い
る
｡
宝
暦

二
二
年
の
生
花
値
段
は
百
匁
に
付
二
三
-
1八
丈
で
あ

っ
た
と
記
し
て
あ
る
か
ら
'
明
和
三
年
の
生
花

値
段
が
い
か
に
高
か
っ
た
か
が
わ
か
る
｡
生
花
値
段
の
騰
貴
は
当
然
干
花
値
段
を
騰
貴
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
｡
前
年
の
干
花
値
段
は
壱
駄

に
付
二
五

～
三
五
両
'
前
々
年
は
二
二
～
四

1両
だ

っ
た
の
が
こ
の
年
に
は
六
五
～
七
〇
両
に
暴
騰
し
て
い
る
.
先
述
し
た
よ
う
に
'
こ

の
段
階
で
は
干
花
加
工
は
地
元
の
町
方
商
人
が
良
民
よ
り
生
花
を
買
入
れ
て
行
な
っ
て
お
り
'
そ
れ
を
上
方
商
人
に
販
売
し
て
い
た
｡
し

か
る
に
'
生
産
者
農
民
の
強
気
な
生
花
紅
値
段
の
つ
り
上
げ
に
圧
迫
さ
れ
て
'
地
元
商
人
は
干
花
値
段
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
が
'
高
す
ぎ
て
買
手
が
な
か
っ
た
ら
し
く
､
五
〇
-
四
五
両
に
引
下
げ
た
も
の
の

｢
京
着
直
段
相
立
不
申
焼
｣
と
い
う
有
様
で
あ

っ

た
｡
つ
ま
り
'
こ
の
度
の
闘
争
の
成
果
は
専
ら
生
産
者
農
民
の
手
に
入

っ
た
こ
と
が

｢
大
町
念
仏
講
帳
｣
に
は
記
し
て
あ
る
の
で
あ
る
｡

荒
町
村
の

｢
念
仏
契
約
講
年
代
鑑
｣
に
も
'
明
和
三
年
に
同
内
容
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
｡

だ
が
'
こ
の
度
の
闘
争
に
よ
っ
て
生
産
者
島
民
達
は
商
人
資
本
に
対
し
て
最
終
的
に
勝
利
し
た
わ
け
で
は
な
い
｡
明
和
八
年
に
は
'
京

都
商
人
に
対
抗
す
る
江
戸
の
大
黒
屋
九
左
街
門
が
地
元
商
人
の
1
部
と
結
託
し
て
京
都
に
紅
花
世
話
所
を
設
置
す
る
運
動
を
起
こ
し
て
い

る
｡
こ
れ
に
対
し
て
生
産
地
で
は
賛
否
両
論
が
対
立
し
た
が
'
大
部
分
の
村
は
反
対
側
に
立

っ
て
い
る
｡
結
局
'
明
和
九
年
に
幕
府
権
力

に
バ
ッ
ク
･
ア
ッ
プ
さ
れ
て
設
置
が
決
定
さ
れ
､
以
後
農
民
達
は
そ
の
運
営
に
対
す
る
監
視
を
強
め
'
自
ら
の
要
求
を
反
映
さ
せ
て
い
-

(9
)

運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
｡
そ
し
て
'
文
化
期
に
は
農
民
側
の
要
求
す
る
世
話
人
を
設
置
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
｡

一
八
世
紀
中

期
以
降
の
生
花
生
産
の
普
及
'
農
村
仲
買
商
の
発
生
､
農
村
へ
の
漸
次
的
な
干
花
加
工
の
導
入
等
に
よ
る
農
村
市
場
の
形
成
化

を
基
礎



に
'
紅
花
生
産
者
達
は
流
通
過
程
に
対
し
て
も
自
ら
の

｢
主
体
性
｣
'
発
言
力
を
強
化

し
'
も
は
や
旧
来
の
よ
う
な
独
占
的
な
流
通
践
椎

を
再
編
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

(

3
)

宝
暦
-
天
明
期
に
は
'
冷
害

･
草
書

･
風
水
害
等
に
よ
る
凶
作

･
飢
鯉
が
頻
発
し
て
お
り
'
蓑
∧
4
V
に
示
し
た
よ
う
に
'
こ
の
期
に

は
凶
鰭
記
事
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
｡
転
換
期
の
幕
藩
制
社
会
が
内
包
し
て
い
た
諮
矛
盾
は
'
凶
錐
を
契
鵜
と
し
て
7
挙
に
噴
出
す
る

(10
)

こ
と
と
な
っ
た
｡
殊
に
'

｢
公
儀
｣
が
凶
盛
時
に
良
民
経
営
成
立
の
た
め
の
対
策
を
十
分
講
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
'

｢公
儀
｣
の

｢御
仁

恵
｣
幻
想
か
ら
段
民
を
覚
醒
さ
せ
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
｡
茄
肘
は
財
政
窮
乏
か
ら
事
保
改
革
以
後
年
式
増
故
を
精
力
的
に
進
め
'
凶

箆
の
続
い
た
宝
暦
-
天
明
期
に
お
い
て
も
年
貢
収
奪
の
減
退
を
最
少
限
度
に
-
い
止
め
る
べ
-
'
農
民
の
減
免
要
求
は
容
易
に
受
け
入
れ

な
い
姿
勢
を
貰
ぬ
い
て
い
る
｡
特
に
'
田
沼
政
権
の
下
で
は
中
央
郡
市
商
人
資
本
と
の
結
び
付
き
が
強
め
ら
れ
'
飼
主
経
済
が
深
く
そ
の

中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
'
商
人
よ
り
の
金
融
の
引
当
と
し
て
年
貢
米
の
江
戸

･
大
坂
へ
の
廻
漕
の
強
化
が
は
か
ら
れ
て
い

(ll
)

る
｡
こ
の
廻
米
強
化
策
は
村
山
地
方
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
｡
こ
の
期
に
は
'
紅
花
を
中
心
と
す
る
畑
作
商
品
作
物
栽
培
の
普
及

に
よ
っ
て
米
を
自
給
し
得
な
い
出
民
経
営
が
増
加
し
'
ま
た
諮
稼
層
の
増
加
も
相
供

っ
て
米
E山
吹
層
が
広
汎
に
形
成
さ
れ
て
い
た
｡
そ
の

た
め
'
凶
作
時
に
は
米
不
足

･
米
価
騰
貴
を
招
い
た
の
で
あ
る
が
'
廻
米
強
化
策
は
こ
う
し
た
郡
内
の
社
会

･
経
済
問
題
を
ま
す
ま
す
深

刻
化
さ
せ
'
買
喰
屑
に
よ
る
一
探

･
打
ち
こ
わ
し
の
激
発
と
い
う
社
会
不
穏
の
状
況
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

で
は
次
に
'
凶
臨
時
に
お
け
る
谷
地
の
民
衆
諸
階
層
の
動
向
を
彼
等
の
領
主
観
と
か
か
わ
ら
せ
て
考
察
し
て
み
よ
う
｡

宝
暦
五
年
は
'
出
羽
奥
州
は
大
凶
作
で
あ

っ
た
｡

｢念
仏
契
約
講
年
代
鑑
｣
に
は
'
谷
地
の
作
柄
は
平
年
の
三
分
四
分
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
'

｢
御
公
儀
様
ヨ
リ
一
切
御
用
捨
無
之
御
取
立
二
付
'
甚
困
窮
｣
L
t
蕨
板
や
松
の
皮
な
ど
ま
で
食
用
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

近
世
中
期
-
幕
末
維
新
期
の
農
民
層
の
政
治
･
社
会
･
経
済
認
識

(
二
)
(大
藩
)

九
五
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な
い
程
で
'
餓
死
人
も
多
-
出
た
惨
状
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

｢
大
町
念
仏
講
帳
｣
に
も
'

｢
七
月
に
至
り
寒
さ
参
り
侯
而
'
作
方
俄
に
し

こ
び
前
代
未
聞
大
悪
作
に
而
'
百
年
に
も
無
之
大
連
ひ
に
御
座
供
｡
米
俄
に
高
直
に
罷
成
-
-
<
中
略
>
･･-
直

上
及
困
窮
｣
'
そ

の
た

め
長
瀞
役
所
へ
皆
金
納
を
顕
出
た
が
返
事
が
な
く
'
｢郡
中
相
談
之
上
｣
'
江
戸
表
ま
で
閑
人
を
登
せ
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
｡
翌
宝
暦
六

年
は
最
上
川
洪
水
で
被
害
が
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
前
年
の
拝
借
米
を
江
戸
で
買
米
し
て
返
済
す
る
こ
と
を
仰
せ
付
け
ら
れ
'
資
金
が

な
い
た
め
郡
内
の
米
を
売

っ
た
結
果
'
年
貢
廻
米
が
不
足
し

｢
悉
-
難
儀
仕
侯
｣
と
'
ま
す
ま
す
窮
迫
状
態
に
陥

っ
て
い
る
｡
し
か
も
'

そ
の
根
本
原
因
が
領
主
の
施
策
に
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
廻
米
不
足
を
招
い
た
責
任
は
村
役
人
に
あ
る
と
し
て
手
錠
と
な

っ
た
た

め
'
｢扱
･u
迷
惑
｣
と
記
し
て
い
る
｡
そ
し
て
'
翌
年
に
は
'
｢御
廻
米
不
足
に
付
'
長
瀞
御
代
官
様
よ
り
百
姓
中
替
二
長
百
姓
蔵
方
役
人

共
右
五
人
之
者
共
'
東
根
村
に
入
牢
被
仰
付
｣
れ
て
い
る
.
ま
た
こ
の
年
に
は
'
最
上
川
大
洪
水
に
ょ
り

｢所
JJ
を
損
じ
｣
た
が
'
領
主

は
普
請
を
施
さ
ず
'

｢
百
姓
共
御
普
請
被
仰
付
｣
れ
た
た
め

｢
難
儀
至
極
奉
存
侯
｣
と
記
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
'
享
保
期
以
来
の
農
民
自

普
請
強
化
策
に
基
づ
い
て
い
る
｡
明
和
八
年
は

｢何
ヶ
年

こ
も
覚
え
な
き
凶
作
｣
で
あ

っ
た
た
め
村
々
は

｢破
免
願
中
上
｣
げ
た
が

｢御

(12
)

検
見
無
之
｣
'
｢
百
姓
共
悉
ク
困
窮
致
候
得
共
､
御
慈
悲
之
御
手
当
｣
も
な
か
っ
た
｡
翌
安
永
元
年
に
は
'
高
揃
村

･
漆
山
村
で
は
'
年
貢

(13
)

不
納
と
石
代
値
段
を
め
ぐ
り

｢
役
人
小
前
百
姓
共
不
残
'
牢
舎
被
仰
付
｣
れ
て
い
る
｡

右
の
よ
う
に
'
飢
盛
時
に
お
け
る
農
民
の

｢御
救
｣
要
求
が
権
力
側
に
こ
と
ご
と
-
拒
否
さ
れ
'
逆
に
年
貢
収
奪
の
強
行
'
農
民
自
普

請
の
強
化
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
窮
迫
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
は
へ
彼
等
を
し
て
幕
藩
制
的

｢
仁
政
｣
イ
ブ
ォ
ロ
ギ
ー
の
虚
偽
性
を
身
を
以
っ

て
感
得
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
｡

『西
村
山
郡
史
』
を
み
る
と
'
宝
暦
-
天
明
期
の
飢
醍
時
に
は
幕
府
も
飯
料
の
貸
与
等
の
救

済
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
が
記
し
て
あ
る
が
､

｢
大
町
念
仏
講
帳
｣
に
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
｡
こ
の
こ
と
は
'

そ
の
施
策
が
と
う
て
い
農
民
を
し
て

｢公
儀
｣
の

｢御
救
い
｣
･
｢御
慈
悲
｣
と
感
じ
さ
せ
る
程
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
｡

『西
村
山
郡
史
』
に
は
'
宝
暦
七
年
九
月
に
代
官
手
代
が
損
毛
を
検
見
に
来
た
時
'
立
札
を
し
て
時
事
を
誹
誘
す
る
も
の
が
い
た
の



で
捕
え
て
投
獄
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は
'
当
時
の
民
衆
の
政
治
批
判
の
1
表
出
形
態
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
｡

｢
大
町
念
仏

講
帳
｣
の
天
明
三
年
の
浅
間
山
噴
火
記
事
に
は
'
次
の
よ
う
な
狂
歌
が
付
記
さ
れ
て
い
る
｡

毛
灰
ふ
る
神
代
も
き
か
す
高
き
米

粥
喰
ひ
な
ひ
に
水
き
れ
る
と
は

阿
さ
ま
L
や
富
士
よ
り
高
き
米
直
段

目
の
ふ
る
江
戸
に
砂
の
ふ
る
と
は

言
う
ま
で
も
な
く
'
右
の
歌
に
は
災
宅
に
よ
る
米
価
高
騰
に
よ
っ
て
民
衆
が
苦
し
ん
で
い
る
の
に
'
あ
ま
り
に
も
無
策
な
為
政
者
に
対

す
る
痛
烈
な
批
判
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
｡
特
に
二
番
目
の
歌
は
'
将
軍
の
御
膝
下
で
本
来
な
ら
日
の
照
り
輝
-
べ
き
花
の
御
江
戸
に
砂
が

降
る
-
ら
い
だ
か
ら
'

｢公
儀
｣
の
威
光
も
地
に
落
ち
た
も
の
だ
と
皮
肉
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
｡

安
永
六
年
に
は
'
谷
地
の
村
方
田
方
用
水
堰
口
が
大
破
L
t

｢
用
水
堰
水
下
拾
九
ケ
村
大
小
之
百
姓
殊
之
外
欺
敷
存
t

T
村
毎
二
彼
是

卜
致
評
議
'
共
上
村
IA名
主
衆
中
皮
～
寄
合
及
相
談
｣
(｢大
町
念
仏
試
帳
｣
)'
大
町
村
下
組
名
主
利
兵
衛
が
代
官
所
へ
｢御
慈
悲
ヲ
以
普

請
可
仕
趣
法
乏
儀
も
御
差
図
被
仰
付
被
下
匠
朕

ハ
ゝ
'
大
小
之
百
姓
歓
喜
仕
候
儀

二
御
座
候
旨
｣
を
願
出
て
い
る
｡
臓
書
で
あ
る
の
で
｢仁

政
｣
を
要
求
す
る
建
前
的
文
言
と
な
っ
て
い
る
が
'
注
意
す
べ
き
は
'
そ
の
要
求
が

｢甚
以
百
姓
之
難
磁
'
乍
恐
御
上
表
へ
も
御
不
益
之

御
願
等
中
上
候
様
成
儀
出
来
侯
へ
ハ
千
万
克
之
約3
ニ
率
存
侯
｣
と
い
う
認
識
と
論
理
に
基
づ
い
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ

る
｡
つ
ま

り
'

｢
百
姓
｣
の
難
儀
は

｢御
上
｣
の
不
益
を
結
果
す
る
と
い
う
領
主
と
出
民
の
利
害
関
係
の
リ
ア
ル
な
認
識
に
立

っ
て
'
そ
れ
を

｢
仁

政
｣
を
引
き
出
す
た
め
の
論
理
に
主
体
的
に
転
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
論
理
は
'
先
に
み
た
京
都
紅
花
問
屋
仲
間
撤
廃
の
訴

近
世
中
期
-
幕
末
維
新
期
の
農
民
層
の
政
治
･
社
会
･
終
済
認
識

(
二
)
(大
藩
)

九
七
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願
に
お
い
て
も
提
示
さ
れ
て
い
る
｡
そ
こ
で
は
'
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
I
と
し
て
の
幕
藩
制
的

｢
仁
政
｣
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
'
預
主

･
袋
民

関
係
の
客
観
的
な
認
識
に
立

っ
て
'
農
民
自
ら
の
要
求
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め
の
論
理
に
主
体
的
に
転
化
さ
せ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ

る
｡
そ
れ
は
'
農
民
が
階
級
的
自
己
認
識
に
目
覚
め
'
幕
藩
制
的

｢
仁
政
｣
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
虚
偽
性
を
見
ぬ
き
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
よ
う
｡
こ
の
訴
顕
の
結
果
'
｢御
上
之
御
不
益
下
J･L之
難
儀
御
賢
察
被
下
'
御
聞
済
有
之
｣
'
銭
七

〇
貫
文
を
支
弁
し
て
水
下

一
九
ケ
村
に
普
請
を
請
負
わ
せ
て
い
る
｡

さ
て
'
相
次
ぐ
凶
陸
で
最
も
窮
迫
し
た
の
は
'
い
う
ま
で
も
な
く
小
作
貧
農

･
諸
塚
層
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
そ
れ
は
彼
等
と
地
主

･
高

利
貸

･
商
人
資
本
と
の
矛
盾

･
対
立
を
激
化
さ
せ
た
｡
も
は
や
'

｢
公
儀
｣
の

｢
御
救
｣
に
多
く
を
期
待
し
待
な
く
な

っ
た
彼

等

は
'

自
ら
の
生
活
を
守
る
た
め
に
は
'
連
帯
し
て
実
力
行
使
に
出
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
｡
<
表

5
>
を
み
る
と
'
宝
暦
-
天

明
期
に
は
村
山
地
方
で
も
'

一
撰

･
打
ち
こ
わ
し

･
村
方
騒
動
が
多
く
起
き
て
い
る
が
'
大
半
は
凶
随
時
に
お
け
る
米
価
高
騰
を
契
枚
と

し
た
町
方

･
村
方
の
米
穀
商

･
酒
屋
に
対
す
る
買
喰
層
に
よ
る
打
ち
こ
わ
し
で
あ
る
｡

｢
大
町
念
仏
講
帳
｣
で
は
'
天
明
三
年
の
細
野
村
騒
動
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し
く
記
し
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
る
と
､
｢細
野
村
七
兵
衛
と

中
老
へ
｣
村
方
の
者
共
が
夫
食
貸
を
煩
ん
だ
が
断
わ
ら
れ
た
た
め
に
打
ち
こ
わ
し
に
及
ん
で
い
る
｡
そ
の
結
果
は
､党
頭
と
目
さ
れ
た
十
左

街
門
は

｢
御
手
代

へ
悪
口
致
共
よ
り
欠
落
致
｣
'
｢
残
り
四
拾
人
於
尾
花
沢

二
御
吟
味
之
上
'
右
之
内
六
人
入
牢

二
相
成
'
残
り
御
免

二
相

成
申
｣
'
入
牢
の
六
人
の
内
三
人
は
江
戸
へ
引
上
せ
ら
れ
て
遠
島
を
申
し
付
け
ら
れ
'
残
り
三
人
は
十
里
四
方
た
た
き
放
し
に
な
り
'
｢最

初
加
り
供
も
の
共
三
拾
五
人
｣
に
は
過
料
五
貫
文
を
仰
せ
付
け
ら
れ
'
欠
落
し
た
十
左
衛
門
跡
は
関
所
処
分
と
な

っ
て
い
る
｡
凶
匪
に
も

か
か
わ
ら
ず
'

｢
公
儀
｣
は
十
分
な
救
済
策
を
施
さ
ず
'
そ
れ
故
'
自
ら
の
生
活
を
守
る
た
め
に
立
ち
上
が
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

一
般

良
民
達
に
対
し
て

｢
公
儀
｣
は
厳
罰
を
以

っ
て
臨
ん
だ
の
で
あ
る
｡
彼
等
は
こ
う
し
た
体
験
を
通
じ
て
権
力
の
本
質
を
身
を
以

っ
て
感
得

し
'

｢
公
儀
｣
の

｢
御
仁
恵
｣
幻
想
か
ら
覚
醒
し
て
い
-
こ
と
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
｡
党
頭
で
あ

っ
た
十
左
衛
門
が
代
官
手
代
に
対
し
て



第5表 村山地方の-摂 ･打ちこわ し(享保一天明期)

近
世
中
期
-
弟
兼
維
新
期
の
良
民
層
の
政
治

･
社
会

･
耗
済
認
識

(
二
)
(大
藤
)

年号 .月 発 生 地 域 原 因 .要 求

形 態○享保 5.1西村山,谷地要事 不作,披

見顕 強 訴○ 同 5.1西村山,谷地 不作,

金納延期要求 強 訴○ 同 8.3北村山,長村村 ■ 流質地

禁止に付村役人の非法 暴 動元文 5.9東村山 定石代三斗高の法廃止要求 愁 訴

○延事 3.6山形町方 米高直 暴 動同 4.5南村山,上山.関根など不作,米高直,領政ぴん乱減租強訴,

暴動寛 延 元 西村山,大沼村 閑怒圧迫に付反抗 強 訴同 元 西村山,西山.水沢など三九ケ村不作,重課,定免反対,米

食要求越 訴同 2.12西村山,西山 .水沢 再売,歪課反対 越

訴○宝暦 5.10天童周近,漆山代官所内飢随,天盃穀星を襲

う 打ちこわ し○ 同 5.10山形城下町

不作,米価高直,米屋四戸袋う打ちこわ し同 6.6

東村山,大町村 小作地返還 村 方 騒 動同 12.4東村山,小塩村 河原新田の小作米不

納 村 方 騒 動明和3 北村山,山口村 庄屋退

役出入 村 方 騒 動同 7.3西村山,寒河江

夫食銭要求 騒 動同 9.2北村山,把沢村 名主,百姓

出入 村 方 騒 動同 9.7村山,紅花生産地 紅花世話所設置反対

愁 訴安永 9.6村山,長上川上郷村々

大石田問屋株設置反対 愁 訴○天明元.閏5西村山,寒河江付近 米高直.米屋の非法 凝軌

打ちこわし○ 同 3 北村山,細野村 夫食

米強要 打ちこわ同 3.10 西村山,五百川.月利 H筋夫食

要求 強 訴同 3. 西村山,八ツ沼村 夫食要求

強 訴同 3. 南村山,一石 .将下村 手代

の非曲 不 穏○ 同 4.5 山形,三日町 .七

日町 不作,夫食要求,対米屋 打ちこわ し同 4.12南

村山,岩波村 不作,対米商人 打ちこわ し同 5.10村山,山形町 不作,米騰 打ちこわ

同 6.3 西村山,寒河江 不作,夫食要求 不 穏



第6表 ｢大町念仏講帳｣の-摂 ･打ちこわし記事 (天明期まで)

内 容 l行

谷地,検見退院

谷地,石代金納訴餌

北村山,長瀞質地騒動断罪

米価騰貴に付,山形騒動

米価騰貴に付,山形 ･天童穀商を打ちこわし

○去年関東伝馬騒動

○佐渡国騒動

西村山寒河江,-米穀商を打ちこわ し

北村山,細野村,地主商人を打ちこわ し

山形,米穀商を打ちこわ し

西村山,白岩山内,酒屋を打ちこわ し

O江戸打ちこわし

7

2

4

2

4

3

5

4

8

2

6

1

3

<註> ○印は羽前国以外のもの｡表7も同｡

第7表 荒町村 ｢念仏契約講年代鑑｣の-探 ･打ちこわし記事 (天明期まで)

年 次 l 内 容

○武州 ･上州農民騒動 (伝馬騒動)

○佐渡騒動

山形,米屋を打ちこわ し

北村山,細野村,打ちこわ し

西村山,白岩山内,酒屋を打ちこわ し

○江戸打ちこわ し

2

1

2

3

2

4

<註> ･この契約帳は宝暦5年より記帳が開始されている｡

･行数は河北町誌某資料編第55輯刊行本による (一行40字位)｡

史
料
館
研
究
紀
要

第

一
一
号

一〇〇

悪
口
し
た
こ
と
に
も
'
農
民
の

身
分
制
的
秩
序
意
識
の
変
容
が

示
さ
れ
て
い
よ
う
｡
も
ち
ろ
ん

こ
の
事
例
は
闘
争
時
の
も
の
で

あ
り
'
こ
れ
を
以
っ
て
直
ち
に

一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
'
こ
の
時
期
に
.は
日
常
的
に

も
武
士
身
分
に
対
す
る
感
服
感

が
弱
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
'

一

八
世
紀
後
半
以
降
'
士
分
に
対

す
る
無
礼
行
為
を
禁
止
す
る
法

令
が
く
り
返
し
出
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て

い
る
こ

と
か
ら
も
う

(
14
)

か
が
え

る
｡

宝
暦
-
天
明
期
に
は
'
全
国

的
に
階
級
闘
争
が
高
揚
し
て
い

か
.
こ
れ
に
対
し
て

｢公
儀
｣

は
'
寛
保
年
間
よ
り
徒
覚

･
強



ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

訴

･
逃
散
禁
止
令
を
度
々
発
L
t
明
和
六
年
に
は
'

｢公
儀
を
博
'
領
主
二
両
申
宥
'
穏
便
に
取
鋲
供
義
を
専
安
二
致
供
故
'
百
姓
共
か

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

さ
つ
こ
相
成
'
及
狼
籍
不
法
之
義
有
之
供
｡
百
姓
を
憐
侯
俵

ハ
勿
論
之
軒
二
侠
得
共
'
右
体
徒
党
強
訴
を
企
'
狼
籍
老
共
を
手
弱
二
取
扱

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

侯
而
者
'
外
場
所
二
而
見
習
侠
様
二
可
成
行
哉
'
以
来
御
料
所
之
百
姓
共
騒
立
供

ハ
ゝ
最
寄
之
領
主
少
人
数
を
出
し
'
私
領
二
両
騒
立
供

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
(15
)

ハ
ゝ
'
其
領
主
ハ
最
寄
之
飼
主
才
も
人
数
を
出
し
'
手
強
打
放
し
手
当
り
供
も
の
共

ハ
拐
描
駅
之
趣
理
非
不
及
沙
汰
'
取
上
不
申
｣

(傍

点
'
大
藤
)
と
'

｢
国
家
｣
公
権
の
発
動
に
よ
り
'
幕
餌

･
私
領
に
か
か
わ
ら
ず
'
近
隣
の
領
主
が
結
集
し
て
鋲
圧
す
る
こ
と
を
命
じ
'

ま
さ
に

｢
国
家
｣
と
し
て
の
暴
力
的
弾
圧
体
制
を
強
化
し
て
い
る
｡
そ
の
強
圧
的
姿
勢
は
'
右
の
文
言
に
詔
骨
に
表
現
さ
れ
て
い
る
.
こ

う
し
て
階
級
闘
争
の
高
揚
は
'

｢
公
儀
｣
の
封
建
権
力
と
し
て
の
暴
力
的
本
質
を
露
呈
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
支
配
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
虚
偽
性
が
民
衆
に
見
破
ら
れ
は
じ
め
'
容
易
に
帰
服
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
段
階
で
は
'
必
然
的
に
'
権
力
は
そ
の

支
配
を
維
持
す
る
た
め
に
は
強
権
的
性
格
を
強
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
｡

全
国
的
な

一
摂

･
打
ち
こ
わ
し
の
社
会
状
況
は
'
民
衆
間
に
そ
れ
に
関
す
る
情
報
を
飛
び
交
わ
さ
せ
た
｡
｢
大
町
念
仏
試
帳
｣
の
一
挟
･

騒
動
記
事
を
み
る
と

(表
6
)'
享
保
ま
で
は
'
谷
地
以
外
で
は
長
瀞
質
地
騒
動
を
記
す
の
み
で
あ

っ
た
の
が
'
延
事
以
後
'
他
地
域
'

し
か
も
羽
前
国
以
外
の
一
携

･
打
ち
こ
わ
し
に
関
し
て
も
多
く
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡

次
に
明
和
元
年
に
関
東
で
起
き
た
伝
馬
騒
動
に
関
す
る
記
事
を
例
示
し
て
お
こ
う
｡

去
申
ノ
拾
月
廿

1
日
よ
り
日
光
御
普
請
に
付
'
釆
酉
御
法
会
人
絹
代
高
金
百
姓
壱
人
六
両
'
外
1g?代
と
し
て
仰
渡
仮
趣
に
付
'
凹
脱
郡

中
寄
合
'
都
合
十
万
騎
之
勢
に
而
江
戸
表
江
右
相
騎
立
中
皮
由
二
而
出
立
候
処
'

1
色
安
十
郎
様
伊
奈
半
左
街
門
様
御
両
人
に
而
御
ゆ

う
免
被
成
侯
趣
'
前
代
ま
ず
無
之
事
供
｡

近
世
中
期
-
幕
末
維
新
期
の
農
民
層
の
政
治

･
社
会

･
経
済
認
識

(
二
)
(大
藤
)



史
料
館
研
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紀
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二
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一
〇
二

他
の
記
事
も
こ
れ
と
同
様
'
原
因
､
騒
動
の
内
容
'
結
果
に
つ
い
て
客
観
的
に
記
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
｡
し
か
も
'
佐
渡
国
の

騒
動
に
つ
い
て
記
し
た
後
で
'
｢外
風
聞
有
之
侯
へ
と
も
未
実
説
相
知
不
申
侯

へ
ハ
略
之
｣
(｢大
町
念
仏
講
帳
｣
)'
｢此
末
実
正
成
義
相
知

れ
侯

ハ
1
'
其
節
可
記
も
の
也
｣
(｢念
仏
契
約
話
年
代
鑑
｣)
と
付
記
し
て
い
る
よ
う
に
'
で
き
る
だ
け
正
確
な
情
報
を
得
よ
う
と
努

め

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
｡
右
の
関
東
伝
馬
騒
動
は
'
幕
藩
制
下
の
階
級
闘
争
の
質
的
変
化
を
画
す
る
も
の
と
し
て
'
階
級

闘
争
史
上
'
大
き
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
'
そ
れ
は
領
主
階
級
を
震
埴
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
､

｢
前
代
ま
ず
無
之
事

侯
｣
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
'
民
衆
の
耳
目
を
も
幣
か
せ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
｡

<
表

6
>
･
<
蓑

7
>
に
示
し
た
も
の
だ
け
が
'
彼
等
が
入
手
し
た
一
疾

･
打
ち
こ
わ
し
情
報
の
す
べ
て
で
は
な
か
っ
た
と
思

わ
れ

る
｡
前
記
の
な
る
べ
く
確
か
な
情
報
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
彼
等
の
姿
勢
を
表
わ
し
て
い
る
文
言
か
ら
み
て
'
お
そ
ら
く
単
な
る
う
わ
さ

と
思
わ
れ
る
も
の
は
排
し
'
し
か
も
彼
等
の
関
心
を
引
い
た
も
の
だ
け
を
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
他
国
の
一
摂

･
打
ち
こ
わ
し
記

事
三
件
の
他
は
'
す
べ
て
同
じ
村
山
郡
内
で
起
き
た
凶
匪
時
の
米
価
高
騰
を
契
機
と
す
る
米
商
人

･
酒
屋
打
ち
こ
わ
し
の
記
事
で
あ
る
｡

凶
鰐
時
に
は
同
様
に
打
ち
こ
わ
し
発
生
の
可
能
性
の
あ
る
条
件
下
に
あ

っ
た
谷
地
の
民
衆
は
'
当
地
に
も
技
及
し
て
-
る
恐
れ
の
あ
る
近

隣
の
打
ち
こ
わ
し
に
特
に
敏
感
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
も
ち
ろ
ん
'
そ
の
情
報
の
受
け
と
め
方
は
階
層
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た

ろ
う
.
富
裕
員
民

･
商
人
が
恐
怖
感
を
も

っ
て
打
ち
こ
わ
し
情
報
に
接
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
'
天
明
元
年
の
寒
河
江
の
米
騒
動
の
情
報

が
伝
わ
る
や
'
大
町
村
上
組

･
下
組
の
役
人
達
が
早
急
に
相
談
し
て
米
の
安
売
り
を
決
め
て
い
る
迅
速
な
対
処
ぶ
り
'
天
明
七
年
の
白
岩

山
内
の
打
ち
こ
わ
し
に
つ
い
て

｢あ
た
か
も
呉
越
源
平
の
兵
乱
も
か
-
や
ら
ん
と
'聞
-
人
胆
を
冷
し
胸
を
驚
し
け
り
(
誠

二
前
代
未
聞
之

大
変
近
在
隠
し
造
り
致
侯
酒
屋

二
而
者
其
閤
キ
恐
れ
如
何
様
成
夏
日
二
逢
ふ
事
も
や
と
あ
は
て
ふ
た
め
-
有
様
也
｣
(｢大
町
念
仏
講
帳
｣)

(16
)

と
記
し
て
い
る
こ
と
が
如
実
に
示
し
て
い
る
｡
谷
地
で
の
打
ち
こ
わ
し
の
発
生
を
示
す
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
｡
そ
れ
は

他
地
域
と
の
社
会
的

･
経
済
的
条
件
の
相
異
に
基
づ
-
も
の
か
ど
う
か
は
今
後
の
検
討
課
題
と
い
え
る
が
'
積
極
的
な
情
報
収
集
活
動
に



よ
っ
て
右
の
よ
う
に
迅
速
に
対
処
し
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
よ
う
｡
天
明
の
凶
醍
時
に
は
'
郡
中
の
村
落
支
配
者
層
の
頂
点

に
立
つ
惣
代
名
主

･
大
庄
屋
が
所
領
を
超
え
て
結
集
L
t
郡
内
の
夫
食
米
確
保
の
た
め
に
酒
造
の
禁
止

･
主
穀
桁
の
郡
外
移
出
禁
止
等
を

内
容
と
す
る

｢
郡
中
議
定
｣
を
た
び
た
び
制
定
し
て
い
る
｡
そ
れ
は
'
天
明
元
年
の
｢郡
中
議
定
｣
の
制
定
理
由
を
述
べ
た
前
苔
で

｢去
子
(17
)

年
村
山
郡

一
統
凶
作

二
付
'
当
丑
之
夏
中
古
米
穀
不
足
二
而
売
買
差
支
'
点
上

一
同
物
騒
敷
-
･･･∧
中
略
>
･･････只
夫
食
之
老
取
統
兼
｣

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
'
買
夫
食
層
の
打
ち
こ
わ
し
に
危
機
感
を
い
だ
い
た
村
落
支
配
者
旧
の
郡
中
規
模
で
の
結
処
に
よ
る
凶
僅
対
策
で

(18
)

あ

っ
た
の
で
あ
る

｡

ま
た
'
村
落
支
配
者
=
富
農
商
眉
は
'
私
的
に
も
飢
民
に
夫
食
を
施
与
し
て
い
る
｡
そ
れ
は
'
打
ち
こ
わ
し
忌
避
の
た
め
で
も
あ

る

が
'
自
ら
の

｢
家
｣
の
基
盤
=
搾
取
基
盤
が
村
落
に
あ
る
以
上
'
そ
の
維
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
よ
り
本
質
的
で
あ

ろ
う
｡
幕
府
は
凶
麓
対
託
を
専
ら
彼
等
に
肩
が
わ
り
さ
せ
な
が
ら

(褒
賞
と
し
て
苗
字
帯
刀
を
免
許
し
て

い
る
)
'
自
ら
は
年
式
収
奪
を

強
行
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
｡
富
投
宿
層
も
'
打
ち
こ
わ
し
に
対
す
る
危
鵜
感
か
ら
'
領
主
の
武
力

･
強
権

(｢仁
政
｣
で
は
な
い
)

に
対
す
る
依
煩
感
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
.
天
明
七
年
の
白
岩
山
内
の
打
ち
こ
わ
し
を
飢
主
が
鋲
圧
し
た
こ
と
に
対
し
'｢白
岩
山
内
村
々

重
立
供
者
共
-
-
<
中
略
>
‥
-
･お
ん
ひ
ん
御
し
っ
め
被
遊
侠
儀

ハ
'
誠
二
御
勘
弁
之
御
威
徳
也
と
皆
人
感
心
｣
(｢大
町
念
仏
講
帳
｣
)

し
た
と
い
う
記
事
か
ら
も
そ
れ
が
う
か
が
え
る
.
他
方
'
弾
圧
さ
れ
た
下
層
放
民
達
は
反
権
力
意
識
を
増
幅
し
て
い
-
こ
と
に
な
る
｡
民

衆
内
部
の
矛
盾

･
対
立
の
激
化
は
'
民
衆
の
対
権
力
観
に
大
き
な
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
て
い
く
｡
そ
れ
は
'
宰
和
元
年
の
村
山

1
漠
で
幕
府

が
近
隣
諸
大
名
の
援
軍
に
よ
り
大
弾
圧
を
下
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
'
い
よ
い
よ
決
定
的
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

(

4
)

こ
の
期
に
は
'
天
皇

･
朝
廷
に
関
す
る
記
事
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
次
に
､
｢
大
町
念
仏
講
帳
｣
の
天
皇

･
朝
廷
関
係
記
事

を
紹

近
世
中
期
-
幕
末
維
新
期
の
良
民
層
の
政
治
･
社
会
･
経
済
認
識

(二
)
(大
藤
)

T
〇
三



史
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介
し
て
お
く
｡

<
桃
園
天
皇
即
位
>
延
享
四
年

一
'
天
子
様
御
即
位
九
月
廿
三
日
在
之
侯
由
'
公
方
様
よ
り
御
名
代
と
し
て
遠
藤
和
泉
守
様
被
仰
付
御
参
内
被
成
候
｡

<
禁
裏
五
穀
成
就
祈
橋
>
寛
延
二
年

1
'
当
己
之
六
月
禁
裏
よ
り
伊
勢

へ
御
勅
使
相
立
'
五
穀
成
就
之
御
祈
蒋
在
之
'
当
年
よ
り
前
日
廿
壱
ヶ
年
之
内
'
諸
国
共
に
御
所
碍

之
御
蔵

一
万
皮
相
々
へ
相
廻
り
申
侯
｡

<
仙
洞
他
界
>
寛
延
三
年

一
'
仙
洞
様
御
他
界
被
成
侯
由
風
間
申
事
に
供
｡

<
万
度
御
杖
>
寛
延
三
年

一
'
五
穀
成
就
為
万
度
御
疎
並
神
之
御
供
村
中

へ
御
座
候
.

<
太
子
誕
生
∨
宝
暦
八
年

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

一
'
禁
裏
様
に
而
五
月
中
太
子
様
御
誕
生
被
遊
'
御
公
方
よ
り
御
祝
儀
之
品
々
有
之
候
｡
乍
恐
目
出
度
万
民
悦
供
｡

(傍
点
'
大
藤
)



∧
竹
内
式
部
事
件

∨
宝
暦
八
年

1
.
正
規
町
三
条
大
納
言
弐
百
石

右
被
止
大
納
言
大
牢
権
師

永
塾
居

(以
下
'
処
罰
さ
れ
た
者
の
名
前
を
記
す
)

右
噂
致
供
は
御
所
に
而
武
芸
御
稽
古
被
遊
'
其
上
武
具
馬
具
等
御
調
被
遊
供
に
付
'
御
吟
味
之
上
右
之
訳
と
中
部
に
供
o

∧
禁
裏
崩
去

∨
宝
暦

一
二
年

一
'
禁
裏
様
当
年
七
月
中
御
崩
去
被
遊
侠
に
付
'
当
所
等
も
七
月
廿
七
日
よ
り
同
九
日
迄
禁
断
相
触
申
峡
｡

<
伊
勢
遷
宮

>
明
和
六
年

一
'
追
書

伊
勢
遷
宮

外
宮

九
月
三
日
亥
ノ
刻

内
宮

九
月
六
日
同
刻

<
禁
裏
崩
去
>
安
永
九
年

一
'
禁
裏
様
十
月
頃
崩
去
被
遊
侠
｡
禁
断
触
申
釆
供
｡

｢
念
仏
契
約
論
年
代
鑑
｣
で
は
'
明
和
八
年
に

｢
伊
勢
内
外
皇
大
神
宮
六
拾
七
年
日
工
相
当
｣
り
'
伊
勢
ぬ
け
参
り
が
諸
国
で
流
行
し

近
世
中
期
-
幕
末
維
新
期
の
鎧
民
層
の
政
治

･
社
会

･
経
済
認
識

(
二
)
(大
藤
)

1〇
五



史
料
館
研
究
紀
要

第

一
一
号

た
こ
と

(か
な
り
詳
細
で
あ
る
)'
｢先
年
六
拾
七
年
目
二
天
子
様
御
即
位
御
座
候
｣
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

幕
藩
制
下
に
お
け
る
民
衆
の
天
皇

･
朝
廷
認
識
が
ど
の
程
度
ま
で
社
会
的
な
広
が
り
を
も

っ
て
い
た
の
か
'
そ
し
て
彼
等
の
天
皇

･
朝

廷
観
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
に
関
す
る
実
証
的
な
研
究
は
史
料
的
制
約
も
あ
っ
て
皆
無
に
等
し
い
｡
そ
の
意
味
で
は
'
右
の
記

事
は
貴
重
な
素
材
で
あ
る
｡
現
段
階
で
は
'
朝
廷

(天
皇
)
は
習
合
性
の
屯
い
民
間
信
仰
の
中
に
埋
没
し
て
お
り
'
純
粋
個
体
と
し
て
は

(20
)

認
識
さ
れ
て
い
な
な
っ
た
と
い
う
の
が

1
般
的
見
解
で
あ
ろ
う
.
し
か
し
'
右
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
'
天
皇
死
去
の
際
に
民
衆
レ
ベ
ル
に

(21
)

ま
で
服
忌
令
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
'
民
衆
に
天
皇
の
存
在
を
認
識
さ
せ
る
上
で
一
定
の
役
割
を
果
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
L
t
ま
た
谷

地
の
よ
う
に
京
都
と
商
品
流
通
関
係
に
あ

っ
た
地
域
で
は
'
天
皇

･
朝
廷
に
関
す
る
情
報
も
か
な
り
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
｡
宝

暦
八
年
の
天
子
誕
生
の
際
に
は
'

｢乍
恐
目
出
度
万
民
悦
侯
｣
と
'
当
時
の
民
衆
が
朝
廷
に
対
し
て
崇
敬
の
念
を
い
だ
い
て
い
た
こ
と
を

(22
)

う
か
が
わ
せ
る
よ
う
な
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'
こ
の
よ
う
な
意
識
が
当
時
の
民
衆
諸
階
層
に
ど
の
程
度
ま
で
一
般
化
し
て
い

た
の
か
'
そ
し
て
そ
れ
は

｢公
儀
｣
に
対
す
る
意
識
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
'
幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
天
皇

(朝
廷
)
の

位
置
付
け
の
問
題
と
共
に
'
今
後
多
く
の
素
材
を
発
掘
し
て
実
証
的
に
究
明
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
と
い
え
る
｡

(

5
)

｢
大
町
念
仏
講
帳
｣
で
は
'
次
の
よ
う
に
'
田
沼
意
次
失
脚
事
件
に
つ
い
て
も
か
な
り
詳
し
く
記
し
て
い
る
｡

<
佐
野
善
左
衛
門
'
田
沼
意
知
刺
殺
>
天
明
四
年

一
'
若
御
老
中
田
沼
山
城
守
様
へ
'
新
御
番
佐
野
善
左
衛
門
意
趣
有
之
'
御
殿
中
二
切
掛
申
侯
所
命
か
ら
-

逃
の
ひ
被
致
死
去
供
｡

右
善
左
衛
門
番

ハ
誠

二
武
士
之
き
ふ
う
有
之
供
も
の
と
噂
有
之
'
大
石
蔵
之
介
以
来
之
刷
之
も
の
と
て
墓
所

二
毎
日
肇
千
人
参
詣
有



之
供
.
寺
者
浅
草
本
願
寺
御
寺
内

ニ
テ
御
座
侯
.
さ
い
せ
ん
毎
日
山
の
こ
と
く
上
り
候
由
｡
あ
ま
り
群
鵜
致
供
故
御
町
奉
行
よ
り
抑

留
有
之
'
夫
よ
り
参
詣
人
不
足
二
相
成
供
由
｡

一
'
田
沼
佐
野
両
家
共
1二

且
つ
ぶ
れ
候
得
共
'
羊
左
衛
門
跡
八
拾
五
人
扶
持
二
田
相
立
申
侯
由
｡
元
知
行
五
百
石
也
｡

∧
田
沼
意
次
退
役
>
天
明
六
年

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

一
'
九
月
田
沼
主
殿
様
御
老
中
退
役
被
仰
付
供
｡
此
節
狂
歌
あ
る
口
数
章
江
戸
よ
り
釆
申
供
｡

(傍
点
'
大
藤
'
次
も
同
)

∧
田
沼
意
次
減
封
∨
天
明
七
年

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

一
'
御
老
中
田
沼
主
殿
頭
様
'
其
節
御
筆
頭
二
而
御
政
治
御
心
ま
1

に
御
と
り
行
ひ
被
遊
侠
所
'
何

二
仕
押
二
俣
哉
御
退
役
被
仰
付
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

御
知
行
御
減
少
被
仰
付
'
依
之
江
戸
中
皆
々
大
悦
申
侯
風
聞
二
御
座
供
｡

さ
ら
に
'
田
沼
失
脚
の
後
に
は
'
白
河
藩
主
松
平
越
中
守
が
老
中
主
座
に
就
任
し
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
｡

｢
念
仏
契
約
話
年
代
鑑
｣

で
は
'
天
明
八
年
に
田
沼
失
脚
と
そ
の
他
の
幕
府
役
人
の
更
迭
も
記
し
て
い
る
.
従
来
'
将
軍
の
交
替
と
谷
地
の
民
衆
を
正
接
に
支
配
す

る
代
官
所
の
人
事
に
つ
い
て
は
常
に
記
さ
れ
て
い
た
が
'
茄
閥
の
人
事
ま
で
記
さ
れ
た
の
は
こ
れ
が
虫
初
で
あ
る
｡
こ
の
度
の
政
変
が
世

間
の
関
心
を
引
い
た
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
'
そ
の
情
報
が
谷
地
に
も
入
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
が
'
そ
の
理
由
'
悶
末
を
具
体
的
に
白
き
と

め
て
い
る
の
は
'
こ
の
期
の
凶
鮭
時
に
お
け
る

｢公
儀
｣
の
政
策
が
谷
地
の
民
衆
の
窮
迫
を
ま
す
ま
す
強
め
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
'

彼
等
も
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
そ
れ
を
受
け
取
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
そ
し
て
'
江
戸
民
衆
の
田
沼
へ
の
反
感
'
そ
の
失
脚
に
よ
る

近
世
中
期
-
幕
末
維
新
期
の
段
民
宿
の
政
治
･
社
会
･
経
済
認
識

(二
)
(大
藤
)

一
〇
七



史
料
館
研
究
紀
要

第

二

号

l
〇
八

悦
び
の
大
き
か

っ
た
こ
と
ま
で
書
き
記
し
て
い
る
の
は
'
同
様
の
苦
し
み
を
味
わ
さ
れ
て
き
た
谷
地
の
民
衆
の
心
情
に
も
共
鳴
す
る
と
こ

ろ
が
大
き
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
'
幕
閣
人
事
に
関
す
る
情
報
も
流
入
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
'

｢
公
儀
｣
に
対
す
る
扱
棒

的
認
識
を
前
進
さ
せ
る
上
で
も

一
定
の
役
割
を
果
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

註(1
)

『
河
北
町
の
歴
史
』
上
巻
'
四
三
九
頁
｡

(2
)

渡
辺
信
夫
氏

｢江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
袋
村
市
場
の
形
成
と
そ

の
構
造
｣
(『文
化
』
第
二
三
巻
第
二
号
)
｡

(3
)

岩
橋

勝
氏

｢石
代
直
段
と
米
価
の
相
関
性
｣
(『松
山
商
大
論

集
』
第
二
三
巻
第
五
号
)
で
'
庄
内
蔵
米

一
番
値
段
に
つ
い
て
考
察

が
な
さ
れ
て
い
る
｡

(
4

)

･
(5
)
･
(6
)

『
河
北
町
の
歴
史
』
上
巻
'
五
一
八
貢
｡
な
お
'

本
書

収

載
の
史
料
は
読
下
し
文
に
改
め
て
あ
る
｡

(7
)

同
前
'
五
1
九
京
｡

(8
)

同
前
'
五
二
〇
京
｡

(
9

)

紅
花
世
話
所

の
設
置
問
題
に
関
し
て
は
'
同
前
五
二
二
-
五
二
五

京
'
安
孫
子
麟
氏

｢江
戸
中
期
に
お
け
る
商
品
流
通
を
め
ぐ

る
対

抗
｣
(『経
済
学
』
第
三
二
号
)
､
青
木
美
智
男
氏

｢佐
倉
羽
州
領

の

成
立
と
構
造
｣
(『譜
代
藩
政
の
展
開
と
明
治
維
新
』)
等
で
考
察
が
な

さ
れ
て
い
る
｡

な
お
'

｢大
町
念
仏
講
帳
｣
'
｢念
仏
契
約
話
年
代
鑑
｣
共
に
'
紅

花
世
話
所
設
置
問
題
に
関
し
て
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
｡
お
そ
ら

く
､
講
負
内
部
の
商
人
と
生
産
者
農
民
と
で
こ
の
問
題
に
関
し
て
意

兄
が
対
立
し
て
い
た
か
ら
で
は
た
か
ろ
う
か
｡

(10
)

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
'
難
波
信
雄
氏

｢天
明
の
飢
箆
と
幕
藩
体

制
の
諸
矛
盾
｣
(『歴
史
公
論
』
第
九
号
)
で
要
領
を
得
た
素
描
が
な

さ
れ
て
い
る
｡

(11
)

羽
州
村
山
郡
に
お
け
る
宝
暦
-
天
明
期
の
寡
額
の
年
貢
収
奪
の
動

向
を
考
察
し
た
も
の
に
'
梅
津
保
一
氏

｢近
世
中
期
に
お
け
る
飢
題

と
年
貢
収
奪
の
変
動
｣
(山
形
県
高
校
社
会
科
教
育
会
編

『研
究
集

録
』
第
三
号
)
'
同
氏

｢羽
州
村
山
郡
に
お
け
る

『郡
中
議
定
』
に

つ
い
て
｣
(『山
形
近
代
史
研
究
』
第

1
号
)
が
あ
る
｡

(12
)
･
(13
)

｢漆
山
御
断
御
代
官
記
｣
(『山
形
県
史
』
資
料
編

.
4
)｡

(14
)

深
谷
克
巳
氏

｢百
姓

一
校
｣
(岩
波
講
座

『
日
本
歴
史
』
11
)､
1

二
七
貢
｡

(15
)

『
西
村
山
郡
史
』
巻
五
'
五
-
六
頁
｡

(16
)

『河
北
町
の
歴
史
』
上
巻
'
七
七
四
貢
｡

(17
)

『
山
形
市
史
編
集
資
料
』
第
四
号
に
所
収
｡

(18
)

村
山
郡
の

｢郡
中
議
定
｣
に
関
し
て
は
'
安
孫
子
麟
氏

｢幕
末
に

お
け
る
地
主
制
形
成
の
前
提
｣
(『明
治
維
新
と
地
主
制
』)'
同
氏

｢幕
末
期
の
流
通
統
制
と
領
国
体
制
｣
(小
樽
商
科
大
学

『商
学
討

究
』
第

一
七
巻
第
四
号
)
'
青
木
美
智
男
氏

｢非
領
域
地
域
に
お
け



(19
)

る
領
主
権
力
の
存
在
形
態
｣
(『
歴
史
学
研
究
』
二
八
一
号
)
'
同
氏

前
掲
論
文
'
梅
津
保

1
氏
前
掲

｢羽
州
村
山
郡
に
お
け
る

『郡
中
議

定
』
に
つ
い
て
｣
等
で
論
及
さ
れ
て
い
る
｡
三
者
の
見
解
に
は
差
異

が
あ
り
'
安
孫
子
氏
が
村
落
支
配
者
層
の
郡
中
市
場
の
再
把
捉
'
青

木
氏
が
幕
府
主
導
に
よ
る
流
通
統
制
と
'
そ
の
意
義
を
評
価
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
'
梅
拝
氏
は
結
果
と
し
て
所
餌
の
分
散

･
錯
綜
性
を

超
え
た
市
場
･
流
通
統
制
と
な
っ
た
が
､
本
質
は
凶
岱
時
の
広
域
閃

争
発
生
の
可
能
性
を
内
包
し
た
社
会
不
穏
へ
の
対
処
に
あ
る
と
い
う

新
た
な
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
｡
私
も
梅
持
氏
の
見
解

に
同
意
す

る
｡打
ち
こ
わ
し
に
あ
っ
て
い
る
の
が
主
と
し
て
町
方
の
米
屋

･
酒
屋

で
あ
る
の
は
､
彼
等
は
在
村
の
地
主

･
商
人
の
よ
う
に
直
接
的
な
搾

取
基
盤
を
持
た
ず
'
流
通
過
程
で
利
潤
を
得
て
い
る
た
め
'
凶
随
時

に
米
の
只
占
'
売
お
し
み
と
い
う
行
為
に
走
り
や
す
か
っ
た
こ
と
も

1
因
を
な
し
て
い
よ
う
｡
ま
た
'
打
ち
こ
わ
す
側
に
と
っ
て
も
'
町

方
商
人
に
対
し
て
ほ
村
落
共
同
体
規
制
か
ら
自
由
に
行
動
を
と
り
え

た
の
で
あ
る
｡

難
波
信
杜
氏

｢幕
藩
制
改
革
の
展
開
と
階
級
闘
争
｣
(『大
系
日
本

国
家
史
』
3
)
'
三
〇
三
京
｡

朝
廷
関
係
者
だ
け
で
な
く
'
茄
府
関
係
者
死
去
の
際
の
服
忌
令
も

記
さ
れ
て
い
る
｡

『徳
川
禁
令
考
』
前
集
第

一
､
第
八
草

(公
家
)

御
凶
事
の
項
に
は
'

｢天
寛
日
記
､
元
究
日
記
等
ヲ
按
ス
ル
こ
､
元

和
111年
後
陽
成
院
崩
御
'
寛
永
七
年
女
院
崩
御
ノ
事
ヲ
記
ス
'
紙
レ

ト
モ
未
夕
普
訴
鳴
物
停
止
及
大
名
総
出
仕
御
不
炎
献
上
等
ノ
令
ヲ
見

ス
'
去
シ
当
時
幕
府
創
造
其

一
式

1
定
七
サ
ル
ニ
困
ル
キ
ノ
欺
'
今

延
宝
以
降
ノ
例
ヲ
串
ク
｣
と
'
服
忌
の
儀
礼
が
定
ま
る
の
は
延
宝
以

降
で
は
な
い
か
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
江
戸
の
町
蝕
を
央
成
し
た

『正

宝
事
錠
』
で
も
'
妊
宝
年
間
か
ら
朝
廷

･
茄
府
関
係
者
死
去
の
際
の

服
忌
令
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
こ
う
し
た
服
忌
令
が
民
衆
レ
ベ

ル
に
ま
で
出
さ
れ
て
い
る
の
は
'
範
府

･
朝
廷
の
権
威
を
浸
透
さ
せ

る
こ
と
に
狙
い
が
あ
っ
た
ろ
う
｡

(22
)

谷
地
の
場
合
'
福
田
左
近
道
厚
な
る
人
物
が
京
都
に
出
て
山
崎
問

詰
の
唱
道
し
た
垂
加
神
道
を
正
規
町
家
に
つ
い
て
修
得
し
'
寛
延
二

年
神
官
の
免
許
を
得
て
谷
地
に
帰
り
'
神
明
官
に
奉
仕
し
つ
つ
家
熟

を
開
い
て
庶
民
教
育
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
も
(『
河
北
町
の
歴
史
』

上
巻
'
九
三
1
貢
)
社
会
的
背
於
の
一
つ
を
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
｡

(未

完
)

近
世
中
期
I
幕
末
維
新
期
の
農
民
層
の
政
治

･
社
会

･
経
済
認
識

(
二
)
(大
藤
)


